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●」WWA K143‐ 2004(日 本水道協会規格)の 品質規格適合品

●無溶剤形エポキシ樹脂系

●水道施設の技術的基準を定める省令 (厚生省令第15号 )、資横材等の材質に関する試験

基準合格

●環境ホルモン物質であるダイオキシン類、PCB、 ビスフェノールA、 フタル酸エステル

類、ノエルフェノールを処方上配合 しておりません。

E4000Nは 、エポキシ樹脂の持つ優れた接着性、機械的特性、化学的特性などを高度に活

用した水道施設用ライニング材です。

水道用コンクリー ト水槽内画の防食ライニング材に要求される性能、施工性、仕上がり状
態なとの詰条件を、バランスよく満足させた高性能材料です。

E誠 門1目 |″
防食ライエング :水道用施設におけるコンクリー ト本憎内面の防食ライエング

Eコ調1目|レ霜 軍 桂1塁畜そ堡ネ↓1言『1宗縁青言磐垢長
れます。

品質規格適合 i厚生省令第15号および脚 WA K 143-2004(日本水道協会規格)に 適合 します。

無  潜  剤 :無溶剤形でほとんど収縮がなく、屋内外岡わず安全に作業ができます.

●施工面は、ホコリや油などを取り除き乾燥させてください.

●E4000Nの主剤と硬化剤を411(質 量比)の 混合比で計量し、充分に混合撹絆してください。さらに

別の容器に移し再度充分に撹砕して使用してください。悦絆が不十分な場合は、硬化不良を起こす

ことがあります。

●一度に混合する量は、可使時間以内に使い切れる量にしてください。

●器具類に付着した樹脂は、硬化する前に有機溶斉」でふき取ってください。

●施工後7日以上 (20て)の 養生が必要です。養生にあたっては、過度の振動、衡肇、水分などを与え

ないように注意してください。

●低温時は硬化が著しく遅れます。原則として5℃以上の環境で使用してください。

※施工仕様は 「ボンドA M(ア クアメンテ)工 法」のカタログをご参照 ドさい。

項 目 主 剤 硬 化 剤

主    成    分  |    エ ポ キ シ樹 脂 変性脂肪族ポリアミン

外 観 1   着 色ベース ト状 淡 黄 色 透 明 液 状

混 合 精 度

混    合 ___比 _L

可 使 時 間 |

8000± 3000mPa・ s(23℃ )

主剤 :硬化剤=4:1(質 量比)

40± 10分 (20℃、500g)

※数値は規格値ではありませんt
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厚生省令第15号 、資機材等の材質に関する試験

事項および基準 成 績 事項および基準 成 績

カドミウム :0 001 mg/L以 下 00005未 満 銅 :01mg/L以 下 0005未 満

水錠 :0 00005mg/L以 下 000003ラヽ 】5 ナトリウム :20mg/1以 下 91未 満

セレン:0 001 mg/L以 下 00005未 満 マンガン :o oo5m9/L以 下 00005ラト】埼

描 :0001m9/L以 下 00005未 満 塩茉イオン 1 20mg/L以 下 01未 満

ヒ素 :0 001 mg/L以 下 00005未 満 蒸発残留物 i50mg/L以 下

六価ク田ム l o 005mg/L以 下 0001未 満 陰イオン界面活性剤 :002m9/L以 下 002未 満

シアン:0 001 mg/し以下 0001未 満  1     非 イオン界面活性剤 :0 005mq/L以 下 0005未 満

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 :1 0mq/L以 下 002未 満 フェノール類 :フ ェノールとしてo o005mg/L以 下 00005未 満

フッ素 :0 03mg/L以 下 005未 満 有機物質 (全有機炭素 :IOC):0 5mg/L以 下 007

ホウ索 :01mg/L以 下

四塩化炭素 :0 0002mg/L以 下

002未 満

00001未 満

味 :異常でないこと

臭気 :異常でないこと

異常なし

異常なし

■4ジ オキサン:0 005mo/L以 下 0001未 満 色度 :05度 以下 05末 滴

112ジクロロエタン:0 0004ng/L以 下 00002ラに】埼 濁度 :02度 以下 01未 満

1,1ジグ回ロエテレン:0 002mg/L以 下 00005未 満 エビク回回ヒドリン :0 01 mg/L以 下 0005未 満

ツクロロメタン:o oo2mg/L以 下 00005未 満 アミン類 :ト リエチレンテトラミンとしてo olm9/L以 下 001未 満

シス‐1,2ジクロロエテレン:o o04mg/L以 下     00005未 満 2,4トルエンジアミン:0 002mg/と 以下 00005未 満

テトラクロロエテレン:0 001 mo/L以 下      00005未 満 26ト ルエンジアミン:0 001 mq/L以 下 00005未 満

112ト リクロ回エタン:0 0006mo/L以 下      00002未 満 ホルムアルデヒド:o oo3mo/L以 下 0003未 満

トリクロロエチレン:o oo3mg/L以 下       00005未 満 酢酸ビニル :o ol mg/L以 下 0005未 満

ベンゼン:0 001 mg/L以 下       1 00005未 満 ステレン:0 002mg/L以 下 00005未 満

五鍋 :01m9/L以 下 0003未 満 1,2‐ブタジエン:0001m9/L以 下 00005ラに】埼

アルミニウム :0 02mO/L以 下 0005未 満 113ブタジエン:0 001 mg/L以 下 O l1005ラに'S

鉄 :o o3mo/L以 下 0005ラト】埼 NN‐ ジメチルアニリン :0 01mo/L以 下 0005未 満

事 項         基 準     成 績

窺
一味

異常でないこと  異 常なし

異常でないこと  異 常なし

濁度         05度 以下    05以 下

色度         1度 以下     1以 下

有権物等 (渦マンガン酸カリウム消書暑)  20mo/L以 下     02

残留塩索の減号      o7mo/L以 下    07以 下

フ ェノール類       0 005mo/L以 下   0005以 下

シアン       検 出しないこと  検 出しない

エピクロロヒドリン    検 出 しないこと  検 出しない

ア ミン類       構 出 しないこと  検 出しない

※未満の表示は粒!‖限界以 ドを示す=

」WWA K143‐ 2004(日 本水道協会規格)
塗膜の品質規定に基づく試験

ライトブルー、ライトグレー

健康 に有害 な物質 を含有 しています。か/sNれやすい物質です。

注意事項 :本 品は、皮フに付着 したリネ気を吸人すると、かぶれ、中毒やその他の健康障牛 を起 こす恐れがあります。下記の注意事項
を守 って取 り扱って ください.

●火気のある場所では使用しないぅ0作業場所は充分にれ気する.●取りllkt中ヽは戊フにふれないように注意し 必 要に応じて有機ガスHJ l」手マスク ま たは送
気マスク 保 護手袋 保 護メガネなどを者用する.●容需からこほれないように出し入れするⅢ●容器からこほれた場合には l1/を散布したのち処理する.●取
り扱い後は ■ 洗いおよびうがいを充分にliう.●作業本などに付者した場合には す みやかにその汚れをよく者とす―●皮フに付着した場合にはすみやかにな
き取り 有 ケンと本でよく"tい者とすt痛 みや外観に変化がある場合には医白Ⅲの言ケ客を受|十る―●末気や,スなどを吸い込んで気分がなくなった場合には 午 気
の清f lrな場所で安洋にする 必 要に応じて医師の診質を受ける.●‖Rに入った場合には多量の水で洗い 4必要にrLじて=師の診資を受ける.●火災時には 炭 離
ガス |をまたは粉ホ消火器を用いる.●品度が40C以下の場所を定めて保行する=ま た 使 用には行封する。●指定された以外の材料と淀合しないぅ0温度か5で
以 下になると 臣 瑞に硬化が遅くなる.●火気庄禁 (第四垣第=石‖Ⅲ狐 17Lに等級W)

※使用にあたっては、製品安全データンー ト (MSDS)を お読みください_
※木品は改P_のため性状、1■tとを変更する場合があります。予めご了承くださいますようお取いいたします.(記 様の性ll寄は2005年3用現イ1の

ものです.不 明の点はお問い合わせ願います。)

国際単位系(Sいによる数値の換算は、l kgf=9.8N、lcP・lmPa・s、l kgf・cm=9,8X10セ」、lMPa‐ lN/mm2です。
lN/mm句よ約10 2kgf/cm2に相当します。
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本  部 /大阪市中央区平野町212(沢 の鶴ビル) 〒 54■0046 TEL06(6223)296H FAX06(6223)2927

東京支店/東京都千代田区神園錦町23(竹橋スクエア)〒 lo■oo54「EL03(5259)5737 FAX03(5259)2144コ=シ 株式会社 ンド 本部

温度と可使時間 (測定値例)
温  度 5℃ ,0● 20℃ 35●

可使時間 90分 70分 45分 15分

一回塗りの塗布量および硬化後の塗膜厚さの目安

名古屋支店 「[[052(262)3173

福岡支店 T E [ 0 9 2 ( 5 5 1 ) 1 7 6 4

+ し幌支店 T E L 0 1 1 ( 6 1 2 ) 0 2 1 1

FAXo52(262)8175

FAX092(551)1545

FAX011(612)0219

仙台営業所 T E L 0 2 2 ( 2 1 1 ) 5 0 3 1

北関東営業所 TEL027(324)3002

厚木営業所 T E L 0 4 6 ( 2 2 9 ) 9 6 1 0

FAX022(211)4990

FAX027(324)1187

FAX046(229)9636

金沢営業所 TEL076(223)1565 FAX076(223)4794

広島営業所 TEL082(507)191l FAX032(507)6676

高松営業所 TELo87(335)2020 FAX037 1335)4623
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